
一
問
目

鳥
羽
市
の
教
育
に
つ

い
て四

月
か
ら
新
地
方
教
育
行

政
法
が
施
行
さ
れ
る
が
ね
ら

い
は
何
か
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

①
教

育
委
員
長
と
教
育
長
の
ど
ち
ら
が

責
任
者
か
わ
か
り
に
く
い
。
②
い

じ
め
等
の
問
題
に
迅
速
に
対
応
で

き
て
い
な
い
。
③
地
域
の
民
意
が

十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
④

地
方
教
育
行
政
に
国
が
最
終
的
に

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
。

改
正
の
内
容
は
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

一
つ

目
は

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
て
、
新
た
な
責
任
者
、

新
教
育
長
を
置
く
（
新
教
育
長
の

任
期
は
三
年
）
。

二
つ
目
に
は
、
教
育
長
は
市
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
、
直
接
任

命
・
罷
免
を
行
う
こ
と
。

三
つ
目
に
、
教
育
長
が
教
育
委

員
会
の
会
務
を
総
理
し
、
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
つ
目
に
は
、
市
長
は
、
市
長
・

教
育
委
員
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

総
合
教
育
会
議
（
教
育
大
綱
を
作

成
）
を
設
け
る
こ
と
。

い
つ
変
わ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

鳥
羽

市
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
組
織

に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
に
よ
り

現
教
育
長
の
任
期
の
満
了
日
で
あ

る
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
現
行

の
ま
ま
存
続
し
ま
す
。

市
長
は
教
育
長
を
任
命
し
、

総
合
教
育
会
議
を
主
宰
。
大

綱
を
作
成
す
る
権
限
が
増
す

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長

公
の
場
で
教
育
委
員
会

と
協
議
を
し
て
、
教
育
行
政
の
方

向
性
を
決
め
て
い
く
こ
と
で
、
そ

の
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
鳥
羽
市
の
教
育
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
き
た
い
。

◎
今
回
の
改
正
内
容
を
教
育
現

場
を
預
か
る
小
中
校
長
会
へ
、
充

分
説
明
す
る
よ
う
教
育
長
に
要
請
。

青
少
年
や
若
者
の
声
を
市

の
活
性
化
に
ど
う
活
か
し
て

い
く
の
か
。

企
画
財
政
課
副
参
事

今
年
度

の
取
り
組
み
で
市
内
の
中
・
高
生

を
対
象
と
し
て
、
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の

二
問
目

若
者
の
声
を
市
の
活

性
化
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

若
者
の
政
治
離
れ
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

若
者
の
投
票
率
の

低
下
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
対
し

て
希
望
を
持
ち
に
く
い
。
特
に
政

治
に
は
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、

政
治
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持
ち

に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

来
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

投
票
率
向
上
へ
の
策
は
。

総
務
課
長

青
少
年
全
体
の
投

票
率
向
上
の
た
め
に
は
、
新
た
に

選
挙
権
を
持
つ
18
歳
、
19
歳
の
方

へ
の
広
報
と
以
前
開
催
し
た
こ
ど

も
議
会
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
青
少
年
が
政
治
に
か
か
わ

る
身
近
な
体
験
を
積
ん
で
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

意
識
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
意
識
調
査
の
結
果
を

通
し
て
、
今
、
青
少
年
を
含
む
若

い
年
代
が
鳥
羽
市
を
ど
の
よ
う
に

思
い
、
将
来
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
か
な
ど
、
出
さ
れ
た
意

見
を
十
分
考
慮
し
、
今
後
の
計
画

策
定
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
問
目

介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て

介
護
現
場
の
実
態
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

介
護
労
働
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
員
の
状
況
は

「
不
足
」
が
５
６
.
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
理
由
は
「
採
用
が
困
難
」

が
６
３
.
８
％
と
最
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
「
賃
金
が

低
い
」
が
５
５
.
４
％
、
「
仕
事

が
き
つ
い
」
が
４
８
.
６
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
市
の
民
間
介
護

事
業
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
介
護

職
員
は
不
足
傾
向
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
は
現
場
職
員
の
懐
に
入

る
賃
金
を
、
常
勤
職
員
１
人

当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
程

度
の
給
料
を
上
げ
る
よ
う
指

導
を
し
て
い
る
。

鳥
羽
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

指
定
権
者
が

県
な
の
で
、
市
内
の
事
業
所
の
実

態
の
把
握
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

鳥
羽
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
21
年
度
か
ら

処
遇
改
善
の
制
度
は
活
用
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

離
島
を
抱
え
る
鳥
羽
市
で
、

介
護
職
員
の
育
成
を
ど
の
様

に
進
め
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

団
塊
の
世
代

が
７
５
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
度
に
は
、
最
大
約
２
５
０
万
人

の
介
護
職
員
が
必
要
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
確
実
に
進
め
て

い
く
た
め
に
、
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２０１５年 ４月１６日 発行 鳥羽市議会議員 世 古 や す ひ で だ よ り 第８号 年４回発行

市
長
の
教
育
へ
の
権
限
が
増
す
が

市
長

よ
り
よ
い
教
育
に

進
ん
で
い
き
た
い
！

だより

平
成
27
年
３
月
６
日
の
本
会
議
で
、
「
鳥
羽
市
の
教
育
に
つ
い
て

」

「
青
少
年
の
声
を
鳥
羽
市
の
活
性
化
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
」

「
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
」
の
三
件
を
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

若
者
の
声
を
市
の
活
性
化
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か

企
画
財
政
課
副
参
事

意
識
調
査
を
今
後
の
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い

社
会
福
祉
協
議
会
の

処
遇
改
善
は

健
康
福
祉
課
長

進
め
ら
れ
て
い
る

（上の写真は昨年12月に行なわれた総選

挙の年代別投票率。20歳代は32、6％。

30歳代は42、1％と低い。４月12日付

け中日新聞の記事より）



文
教
産
業
常
任
委
員
会
で
提
案

市
営
定
期
船
答
志
航
路
で

佐
田
浜
発
午
後
八
時
台
で
答

志
和
具
ま
で
の
最
終
便
の
要

望
は
あ
る
の
か
。

定
期
船
課

運
営
航
路
審
議
会

で
の
町
内
会
か
ら
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
校
へ
通
学
し
て
い
る
保
護

者
か
ら
の
要
望
は
あ
り
ま
す
。

答
志
地
区
か
ら
高
校
へ
通
学
し

て
い
る
学
生
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

終
え
て
か
ら
帰
宅
す
る
に
は
現
在

桃
取
ま
で
保
護
者
が
迎
え
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
伊
勢
へ
下
宿
す
る

学
生
も
出
て
く
る
。
一
度
伊
勢
へ

下
宿
し
た
学
生
は
ま
た
鳥
羽
へ
戻

る
と
言
う
事
は
少
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
鳥
羽
市
に
定
住
し
て

も
ら
う
と
言
う
観
点
か
ら
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

定
期
船
課

現
在
の
経
営
状
況

は
厳
し
い
。
国
か
ら
は
料
金
を
上

げ
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
今
後

引
き
続
き
課
内
や
運
営
航
路
審
議

会
の
な
か
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生
の
通
学
だ
け
で
な
く
、

島
外
へ
共
働
き
の
家
庭
も
あ
る
。

定
期
船
は
公
共
の
交
通
機
関
で

道
路
と
同
じ
で
あ
り
、
社
会
基
盤

の
整
備
を
す
る
と
い
う
観
点
で
も

利
便
性
の
向
上
は
必
要
で
あ
る
。

新
造
船
の
建
造
に
合
わ
せ
て
ダ

イ
ヤ
の
改
正
を
検
討
を
し
て
頂
き

た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

い
い
ね
！

新
年
度
予
算

財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
中
、

各
職
員
の
努
力
に
よ
り
、
様
々
な

交
付
金
、
補
助
金
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
大
い
に

評
価
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
新
規
事
業
の
な
か
か
ら

ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
を
あ
げ
ま
し
た
。

①
消
防
署
南
鳥
羽
出
張
所

新
築
工
事
及
び
備
品
購
入
費

５
，
１
６
１
万
７
０
０
０
円

平
成
28
年
４
月
か
ら
相
坂
峠
付

近
に
開
所
。

現
在
の
消
防
署
か

ら
各
町
ま
で
の
到
着
時
間
が
、
次

の
よ
う
に
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

畔
蛸
町
17
分
31
秒
→

3
分
12
秒
、

相
差
町
18
分
49
秒
→

4
分
30
秒
、

千
賀
町
20
分
00
秒
→

5
分
41
秒
、

堅
子
町
21
分
21
秒
→

7
分
02
秒
、

国
崎
町
21
分
26
秒
→

7
分
37
秒
、

石
鏡
町
21
分
37
秒
→

11
分
13
秒
、

本
浦

17
分
55
秒
→

14
分
43
秒
、

道
仏

12
分
34
秒
→

2
分
28
秒
、

南
鳥
羽
住
民
の
長
年
の
願
い
が

実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
住
民

の
勝
利
で
す
。

②
と
ば
っ
子
多
子
世
帯
支
援

事
業
で
「
珠
光
」
等
が
贈
ら

れ
ま
す
。
や
っ
た
ね
。

鳥
羽
市
全
体
で
７
６
１
万

６
，
０
０
０
円

政
府
の
地
方
創
生
の
事
業
で
、

18
歳
未
満
の
子
供
が
2
人
以
上
い

る
世
帯
に
経
済
的
負
担
軽
減
や
地

域
消
費
、
地
産
地
消
の
推
進
を
目

的
と
し
て
鳥
羽
の
特
産
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

2
人
以
上
の
世
帯
は
精
米
10
キ
ロ

（
特
別
栽
培
米

珠
光
）

３
人
以
上
の
世
帯
は
精
米
10
キ
ロ

と
あ
わ
び
６
，
０
０
０
円
相
当

4
人
以
上
の
世
帯
は
精
米
10
キ
ロ

と
あ
わ
び
６
，
０
０
０
円
相
当
、

伊
勢
エ
ビ
1
万
円
相
当

5
人
以
上
の
世
帯
は
精
米
10
キ
ロ

と

あ
わ
び
６
，
０
０
０
円
相
当
、

伊
勢
エ
ビ
1
万
円
相
当
、
加
茂
牛

2
キ
ロ

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

全
体
で
２
，
０
０
０
万
円

◎
離
島
答
志
地
区

都
市
部
か
ら
移
住
し
、
「
島

の
旅
社
」
を
拠
点
に
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
開
発
、
民
泊
等
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で

島
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

◎
神
島
地
区

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
神
島

町
に
1
名
常
駐
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ

ハ
ウ
ス
の
利
用
促
進
、
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
、
生
活
支
援
の
担
い
手
の

養
成
を
行
う
。

◎
加
茂
地
区
・
浦
村
地
区

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
農
業
分

野
・
水
産
業
分
野
で
1
名
ず
つ
募

集
し
ま
す
。
隊
員
に
は
、
地
域
の

生
産
物
の
調
査
や
掘
り
起
こ
し
、

地
域
の
課
題
支
援
、
農
林
水
産
業

の
従
事
体
験
を
通
し
て
、
農
水
産

物
の
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
６
時

産
業
化
を
推
進
し
、
地
域
に
定
住
・

就
労
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◎
石
鏡
地
区

海
女
漁
業
の
後
継
者
対
策
と
し

て
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
深

刻
な
漁
業
集
落
に
、
隊
員
１
名
を

募
集
し
ま
す
。
隊
員
に
は
、
海
女

の
見
習
い
を
中
心
に
、
地
域
の
課

題
支
援
、
海
女
振
興
協
議
会
な
ど

の
活
動
を
通
し
た
海
女
文
化
の
情

報
発
信
を
行
い
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
経
て
、
地
域
に
定
住
・

就
労
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

④
集
落
支
援
員
事
業

５
２
０
万
円
二
地
区

鳥
羽
市
内
の
地
区
と
長
岡
地
区

（
国
崎
、
相
差
、
畔
蛸
、
千
賀
、

堅
子
）
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

国
の
集
落
支
援
員
制
度
を
活
用
し
、

集
落
点
検
な
ど
を
通
し
て
地
域
の

課
題
を
共
有
し
解
決
策
や
活
性
化

に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

⑤
緊
急
経
済
対
策

プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

２
６
１
２
万
３
０
０
０
円

市
内
で
の
消
費
需
要
を
起
こ
す

た
め
、
2
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ

い
た
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
1

万
円
の
商
品
券
で
1
万
２
０
０
０

円
分
の
商
品
が
買
え
ま
す
。

地
方
創
成
の
国
庫
支
出
金
を
活
用

⑥
「
漁
業
と
観
光
の

連
携
事
業
」

海
女
さ
ん
応
援
基
金
（
仮
称
）

付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
を
創
設

５
０
０
万
円

海
の
環
境
保
護
及
び
水
産
資
源

保
護
に
活
用
す
る
仕
組
み
を
作
る
。

漁
業
振
興
と
観
光
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

２０１５年 ４月１６日 発行 鳥羽市議会議員 世 古 や す ひ で だ よ り 第８号 年４回発行

「世古やすひで」ホームページを開設しています。市議会や市政、たよりへのご意見はＧメール sekoyasuhide＠gmail.com へどうぞ。

佐
田
浜
発
答
志
和
具
行
き

午
後
八
時
台
の
最
終
便
を
提
案

編
集
後
記
「
議
会
の
役
割
は
？
」

高
齢
化
と
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

い
て
も
ら
う
」
事
で
は
済
ま
さ
れ

ま
せ
ん
。
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
「
ガ
マ
ン
の

選
択
」
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
。

議
員
一
人
削
減
す
る
よ
り
も
、

「
何
を
ガ
マ
ン
す
る
か
」
を
考
え

た
方
が
経
費
削
減
で
き
ま
す
。

「
何
を
ガ
マ
ン
す
る
か
」
は
事
業

仕
分
け
を
す
る
こ
と
で
す
。
事
業

仕
分
け
を
で
き
る
の
は
市
民
の
代

表
者
で
あ
る
議
会
の
大
き
な
役
割

で
す
。
議
会
は
定
数
や
報
酬
の
削

減
で
な
く
、
議
員
の
質
の
向
上
を

め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
の
が

議
会
、
議
員
の
大
き
な
役
割
で
す
。

様
々
な
視
点
か
ら
よ
り
多
く
の

市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、
多
く
の
目
と
耳
と
口

も
必
要
で
す
。
議
員
定
数
を
減
ら

す
こ
と
は
み
な
さ
ん
の
声
が
届
か

な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
？

鳥
羽
の
「
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
」

を
創
り
ま
す
！

ひ

と
！

や
っ
ぱ
り
、
鳥
羽
の
人
材
育
成
。

◎
教
育
環
境
の
向
上
と
子
育
て
支
援
に
努
め
ま
す
。

◎
女
性
・
若
者
・
中
高
生
の
声
を
市
政
に
と
り
入
れ
ま
す
。

◎
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
、
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

し
ご
と
！

そ
う
だ
、
経
済
が
第
一
。

◎
「
漁
業
と
観
光
の
連
携
」
を
深
め
、
地
産
地
消
を
す
す
め
ま
す
。

◎
付
加
価
値
を
つ
け
た
「
鳥
羽
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

◎
中
小
企
業
を
支
援
し
、
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま

ち
！

鳥
羽
が
好
き
、
好
き
。

◎
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
郷
土
の
歴
史
・
伝
統
文
化
を
守
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

初
心
に
帰
り
、
発
想
を
変
え
て
活
動
を
す
す
め
ま
す
！

い
つ
も
こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
届
け
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
活
動
し
ま
す
。


